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1序（女らしさについて）
　西洋服装文化史上で，男と女の性差による服装形式が造型意識的に区別されるようになったの
　　　　　　　　はいっであろうか。服装が男性を表現し，女性を表現するようになるのは，人心が観念的エロテ
ィシズムを求めずにはいられなくなるような社会的条件が，そこに生まれてきたからなのに相違
ないが，それを問題にする場合には，まずそのエロティシズムの根底にあるべき「男らしさ」
「女らしさ」の区別が，すでに社会的心情として形成されていなくてはならないわけで，その成
立の時期が問われなくてはならない。いうまでもなく，この「男らしさ」「女らしさ」は官能的
な性差そのものより高次の抽象化され一般概念化された精神的なものを意味する。
　では「男らしさ」「女らしさ」の社会的心情の区別，対立が成立するのは，一体，同時なのか，
或いはどちらが先きかという問題が生じるであろうが，そのことの論理的詮索はさしたる意味は
なく，歴史的に考えてみれば，はじめ西洋古典古代（ギリシア・ローマ）の造型的世界（服飾も
含めて）にあっては，いまだ近代的エロティシズムは存在せず，従って男女の区別もなく，あっ
　　　　　　　　　　　　　
たのは抑々人間一般であったという事実に注目しなくてはならない。例えば言葉の上でいえば，
アリストテレースのいう自由人の理想，カnカガトス（KαZorcblγαθOC）「美にして善なる人格を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もっ人」とか，メガロプシコス（MεγαZ60pfiXo9）「高貴にして広き心ある人」，また古代ローマ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時代から中世を通じて使われたヴィルトゥス（Virtus）「有徳の人」などはそれであったと考
えられるし，被服の上からいえば，それはペプロス，キトン，ヒマチヨン，トーガ，チュニカ等
を挙げることができる。しかし，男女の区別がないといっても，この人間一般にはどこか男性中
心の匂いが強く秘められているように思える。だからこそ，古典古代においてではなく，中世の
ある時期にこの人間一般から，女がまず分離独立することから「女らしさ」の形成が始まる必要
があった。ところで「女らしさ」を主として追い求めたのは，女自身からではなくて，実は男の
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側からなされたのだという事実は，歴史的にみて美の成立の構造と深く関わりをもっている点で，
極めて暗示的だといえよう。っまり，有史以来，政治，社会等の権力機構を所有し続ける男達の
常に求めて止まない美の原像は，究極においてともに「女らしさ」におかれ，やさしきものへの
憧憬にあったということである。そこで，この美の原像でもある男達の　い求めた「女らしさ」
「やさしさ」の観念は，いっどのように形成されたかを一瞥しておきたい。
　女性のもっ官能の美しさは，東洋でも唐の楊貴妃を彷彿とさせる唐三彩の女桶，樹下美人図と
か，その形や肌の匂いにわれわれはエロティシズムの昇華を感じることができる。しかし，女ら
しさ，女性的なものの精神化が行なわれたのは非西洋世界ではかって見ることのなかったことで，
その時期もそれほど遠くはなく，私見では中世のロマネスクからゴシックへの移行期（12世紀～
13世紀）のあたりではないかと考えられる。
　夙に，ヨハン・ホイジンガとか，ドニ・ド・ルージュモンや，J・ノルドストレームらが指摘
されたように，南仏から始まり北方へ普く広がる宮廷風恋愛を中心に，貴婦人崇拝（Dame　ado－
　　　　　　　　　　　　　　　　　ration），女性奉仕（Frauendienst），聖母マリア崇拝（Madone　devotion）へと連がり展開
するそのことのうちに，「女らしさ」の精神化，形象化がはじまるのである。このような風潮の
最初の形象的表現を12世紀のプロヴァンスのトルバドゥールの作品（野情詩）に見出すことがで
　　　　　　　　　あ　て　び　と
きる。この貴婦人（意中の人）崇拝は中世の騎士道文化（Romans　courtois）の起源と発展に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大きい貢献をなしたことは周知の通りであるが，ノルドストレームは貴婦人らがその影響を及ぼ
しえた原因にっいては，複雑で一概に論じることはできないとしっっも，まず南仏の政治情勢が
早くからある程度安定を見たこと，それが男女両1生に相続権の平等を定めたローマ法原理の適用
を可能にしたことを挙げ，こうした事情が11世紀～12世紀以来この地方に，エレオノラ・ダキテ
ーヌをはじめとする統治者たる貴婦人（ダーム）を輩出させ，賢く，優雅で，エレガントな彼女
達へその満されぬ想いを捧げた男達によって「女らしさ」の精神化と彫琢が加えられるに至った
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と指摘する。ホイジンガも著「中世の秋」の「愛の様式化」の章で，12世紀，プロヴァンスのト
ルバドゥール達がはじめて満されぬ恋の想いを歌の調べにのせて以来，中世の精神が，この時は
じめて否定の基調音に立つ愛の理想を開発したとして，官能の愛そのものから，報われることを
期待しない気高い女1生奉仕が生まれ，この高雅の愛に生きる者たちは，その愛ゆえに徳高く清ら
かなものとされた。この愛の野情詩にあっては，常に精神が優越し，愛の理想化が聖なる認識と
敬震さとを生ずるのだといい，世俗の文化の理想が，これほどまでに，女への愛の理想と融け合
ってしまったような時代は，12世紀から15世紀にかけてのこの時代を措いて他にはなかったとさ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　え断言している。これに対しルージュモンはこの貴婦人崇拝の契機を，東方宗教（ペルシァ文
化），殊にマニ教における女神崇拝に求め，具体的にはその女神崇拝を奉じた北イタリア，南仏
プロヴァンス地方の異端カタリ派（Catharism）の人びとのなかから多く出したトルバドゥール
らの愛の歌（アルバ）が，貴婦人たちに歓迎されるに及んで，その歌の対象たる女神への献身か
らやさしきもの（貴婦人）への憧がれに変転してゆくさまを重視しているのである。しかし，こ
の点に関しては，私はこの貴婦人崇拝がカタリ派の女神崇拝からそのまま受容され発展したもの
とは考えない。むしろ，広く西ヨーロッパに熱狂的に蔓延してゆくカタリ派の女神崇拝に脅威を
感じたカトリック教会側のために，これら貴婦人崇拝が逆に阻止沈静する方向に利用された点を
重視したいと考えるものであるが，それはともかく，以上を通観してここに女性が古代でも，キ
リスト教にあっても，いまだかって認められたことのなかった地位を外来の異教的女神信仰の契
機によって占めるに至ったとする見解は刮目に値するというべきである。
　かくしてここに創り出された西洋的な「女らしさ」が，造型，特に服装においては意識的なス
カート着用の恒常化とシェンス（Chainse）とブリオー（Bliaud）の長裾の優雅な衣服を通して
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表現されるようになったのだと考える。しかも女性の精神化による官能的愛の拒絶が作り出す観
念的エロティシズムを，所謂「頭をゆす振る」歩き方といわれた長いスカートのゆれ動きの刹那
刹那に男達は感じとっていたのである。
　だが，以上述べた醇化され精神化された愛と優雅の「女らしさ」が，次の二っの点で崩壊の危
機を包蔵しっっあった。貴婦人崇拝による女性の理想化が推し進められればそれだけ，漸く確立
しつつあった北仏のカペー朝を中心とする封建下の現実の女性達を，家のなかへ，性的世界へと
閉じ込めてゆく一種の社会的凍結を可能にする方向に拍車をかける結果となったということが一
っ。一方ではこの女性の理想像はますます幻想的となって，やがて文学やモv・・一一ドの世界だけに住
む虚像と化してしまうということである。それは僅かにダンテのベアトリーチェ，ペトラルカの
ラウラにおいて，かつての「女らしさ」をもった女性像が息づいているという程に……。こうし
て転落してゆく女性の実像とますます理想化されてゆく女性の虚像とのあわいにたゆたう中世末
の女らしい観念的エロティシズムは，上半身の体型を意識した丈の長いコタルディ（Cottardi）
のもつ異常な幻想性と華麗さに象徴された服装にその一端が表現されていたといえよう。（これ
らの衣服と「女らしさ」との関係にっいての詳細な考察は改めて別の機会に試みることにしたい）。
ll　プリュドム（男らしさ）を求めて
　私は前章において甚だ概括的であるが，問題提起的に「女らしさ」が，古典古代以来の人間一般
から女が中世の12世紀から13世紀の移行期に，まず分離することからその形成がはじまったと述
べた。そしてその「女らしさ」が南仏，プロヴァソス地方に根づいた中世カタリ派の外来異教的
女神崇拝を母胎として形成されてゆくのであるが，南欧的出自をもっ貴婦人崇拝が北方封建社会
の人びとにさまざまに受容されてゆくうちに，次第にそれが現実を遠く離れた夢とメルヘンの世
界に変質してまう，っまり北方化，ゲルマン化されていった点をあらためて確認しておく心要が
ある。
　その「女らしさ」に対応すべき「男らしさ」の形成は，さきの古典古代の人間一般なる造型的
意識，概念との関連において捉えられなくてはならないが，「女らしさ」の形成（これも決して
しかく単純なものではないが）と比べてみて極めて多元発生的で複雑である。そこで方法として
「男らしさ」を表徴する言葉を幾っかあれこれと拾い出して見たのだが，そのうちである程度，
歴史的に普遍性があり，11世紀から13世紀頃までの武功詩，宮廷物語などにかなり多く使われて
いるプリュドム（Preud’homme）とか，プリュー（Preux）なる語に興味を覚えたので，それ
を取り上げて中世において精神化された，ある「男らしさ」の形成の跡を明らかにしてみたい。
　この語は当時の荒あらしい世界に生きた男達の感じをよく示していると思うのであるが，クラ
　　　　　　　　インの語源辞典を絡くと，かっては知恵または思慮分別のある人物をいったが，今日では労資協
調協会の一審理員（amember　of　the　Conseil　des　Preud’hommes）を指しているとし，分
別，勇武，勇猛の人を意味する古フランス語のProdume，　Prodome，　Preudhomeから出て
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いると説明している。しかし別のフランス語辞典をひくと，Preud’hommesqueといえばH・B
°ムーニェの描いたムッシュー・ジョセブ・プルードムのような自己満足的で尊大ぶったプチ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’ブルの愚かさを椰楡するかのような意味にしかとられなくなってきている。っぎに人名事典を
開いてみると，古典主義の画家，Prud’hon，　Pierre　Pau1（1758～1823）とか無政府主義の父
といわれるProud’hon，　Pierre　Joseph（1809～1865）らの名が出ているが，両者とも直接，
間接の違いはあっても南フランスの出である点で興味を唆られるのである。
　私がこのような語にとくに関心を抱くようになったのは，前に述べたごとく南仏（ラングドッ
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ク）におけるカタリ派の社会階層を調べてゆく間に，同じく11・12世紀の該地方の都市，ヅール
ーズ，モンペリエ，ニーム，ベジェー等に執政政府（コンスラート）が成立したが，早くから都
市の領主権力と都市住民との間にあって極めて柔軟な姿勢と協調に努め，両者間の断絶，対立を
巧みに回避させてきた階層に騎士階級ではないが，プトユドムなる地方有力者層が実在したこと
　　　　　　　　　　　　に気がっいたからである。この地方有力者プリュドムの語は南仏プロヴァンス地方に最も早く見
出されるもので，古記録ではカロリング朝時代（751～987西フランクの場合），ラングドック地
方における裁判組織のうちに法廷を構成する一要素として現われてくる。彼らはその地方の自由
人から成り，審理の展開に積極的に参加はしないが，なされた判決を承認する権能をもっていた
ものらしい。っぎに9世紀から10世紀にかけての政治，社会的混乱に際しては，秩序維持の手段
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コメスとして公式，非公式の法廷が各地で盛んに行なわれるが，該地方の領主（伯）または代理者（ヴィ
カリス）が司法官（Judice），ボニ・ホミネス（Boni　Homines）らの援助をうけて裁判したと
あるが，このボニ・ホミネスはプリュドムと同義を意味するラテン語である。この頃になると，
伯の代理者や司法官はプリュドム階層の出身者で多く占められるようになった。当時の南仏都市
の主な階層構成は，領主（伯），旧家族，新家旅（商工業者），聖職者から成っており，このうち
旧家族の多くがプリュドム層に当り支配者層に属していたが，領主権力に隷属していたわけでは
なく，一歩離れた自由な立場を保っていたと解される。彼らは不安定な南仏の初期都市行政の維持
に大きい役割を担い，市民ではあっても商工業者ではなく，その地方の旧家族を代表する自由な
大土地所有者だったのである。勿論このプリュドムという概念は固定したものではなく，この階
層を担う入びとにも色いろな新陳代謝が起きてくる。12世紀の初め頃から新興の商工業者のうち
富裕者が職業集団の代表としてプリュドム層に介入してくるようになるが，彼らは都市の支配層，
領主，執政官（コンスル）と一般職業集団との間にあって上下階層の対立の緩衝帯となって都市
平和の維持に貢献したし，温和な初期カタリ派信仰にもある程度の理解を示したと考えられる。
だが彼らにもさきに述べた商工業者の有力者が介入する時期を境いとして変質化し，従来の保守
的ではあるが柔軟な姿勢をもったプリュドムは次第に没落し，代って商工業者を中心とする新家
族が台頭してくる。彼らには異端のカタリ派のなかでも，過激な一派，ドラゴヴィツァ派（Dra－
govitsa）の信奉者が多く，その反キリスト教的態度が都市政治の方向に反映するに至って政治
化，軍事化し，ツールーズをはじめとする南仏の諸都市はついにアルビジョア十字軍（13世紀前
期）の好餌となる。この没落しゆく旧家族，プリュドム層からもあの野情の吟遊詩人トルバドゥ
ールらが比較的多く輩出してゆくのを看逃がすことはできない。
　では，これらプリュドムがカロリング朝以前にあっては一体何者だったのであろうかという疑
問が生じるが，具体的な証拠となる史料がないため推定の域を出ないのであるが，ただ古記録，
　　　　　　　　⑬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。
　　　　　　　　　　　ユドムとは記されずラテン語のProbi　HominesとかBoni　Homlnes公式交書によると，プリ
という名称で記されており，前者は賢き人，後者を雅量の人という程の意に解してよかろう。し
かし方言ではProzom，　Prosomであり，　Prozとomとが合成したものである。　Prozは後
期ラテン語のPr6disから来ており，現代フランス語のPreuxに当り，　omはHomoで
Hommeに相当する。ローマ共和制末期から帝政期までPr6disは有用を原義としたから，訳
せば「有用の人」とでも称しえようが，この有用の人を中世初期においては「勇武の人」を意味
したものに転化していったと解せられる。古代末から中世の初期にかけての民族大移動という勇
猛なゲルマンの侵攻の嵐のなかで，プリュドムの父祖たちは勇武をもって南仏の原野を疾駆し，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　広大な土地を確保してきたに違いない。しかしカロリング朝のいっか，定かではないが，かなり早
い時期に彼らは武器を捨てて，騎士階級とは別の有力な土着勢力になっていたのだと推定される。
そして保守的ではあるが，柔軟な姿勢をもって該地方の初期都市行政の安定に与って大きな貢献
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をなしたプリュドムは，11～12世紀頃では勇武の人というよりは，ラテン語でいえばプロビ・ホ
ミネス，ボニ・ホミネス，っまり賢き人，雅量の人，教養のある大土地所有者といわれる程に大
きく転成していたと考えてよかろうと思う。
　このように，中世初期から12世紀に及ぶ聞での南仏のプリュドム階層のイメージを頭に想い浮
べながら，北方で発展した武功詩（Chansons　de　Geste），宮廷物語（Romans　courtois）の叙
事詩を読んでいると，よく出合うプリュドム，プリューなる言葉の表現するものが，時代を下る
につれて非現実的となり精神化されてゆくのに気が付くのである。そしてこれらの詩のなかに歌
われているプリュドムが南仏のプリュドム層とどう関係するのだろうかという探索の好奇心が湧
いてくるのである。
皿　叙事詩の世界へ
　まず，武功詩を中心にして考えてみると，Chansons　de　Geste，　Chanson　do　Rolandでは
荒あらしい武勇の世界が何らの技巧修飾も加えずに，生の事実をありのままに叙しており，まさ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に男の世界がそこに展開している。「ローラソの歌」のうちで，プリュドム，プリューの語の用
いられる数か所を引用してみたい。
XX皿
310　＜En　Sarraguce　sai　ben，　qu’aler　m’estoet；Aoi
　　　　Ho皿ki　la　vait，　repairer　ne　s’en　poet．
　　　　Ensurquetut　si　ai　jo　vostre　soer，
　　　　Sin　ai　unfilz，　ja　plus　bels　nerl　estoet，
　　　　Co　est　Baldewin，　co　dit，　ki　ert　proxdoem
315　　Alui　lais　jo　mes　honurs　et　mes　fieus．
　　　　Gua〔r〕dez　le　ben，　ja　nel　verrai　des　oilz．〉
（イタリヅク…筆者）
　ここでは，ローランの推．競で継父ガヌロンが偽りの和を求めたスペインのマルシル王の許へ遣
わされることとなり，この事の裏にPt・・一ランの計略があるものと邪推して怒るところなのである
が，このprozdoemは勇者と訳してよい。
次にガヌロンがマルシル王の許に使して，そこでP一ランとその親友オリヴィエを交こも評し
ていうのであるが，
　XLI
　544　＜Co　n’iert＞，　dist　Guenes，＜tant　cum　vivet　sis　ni6s，
　545　N’at　tel　vassal　suz　la　cape　del　cie1；
　546Mult　par　est　proa　sis　cumpainz　Oliver；……〉
　ここではオリヴィエを誠実の人という程の意に解してよい。
　XLIIIではオリヴィエを，576＜Et　Oliver，1i　pro2　et　li　curteis　＞「豪胆にして優雅な
る人物」と吏に評を加えている。
　さてランスヴォーの悲劇的合戦の場にあって，ローランとオリヴィエの両者を作者はLXXX－
VII．1093．　Rollant　est　prog　et　Oliver　est　sage．「ローランは勇ましく，オリヴィエは賢い」
と比較してその特徴を描破している。以上の他にも例示すべき箇所はあるが，この程度に止め，
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　次に武功詩（シャンソソ・ド・ジュスト）のうちの「シャンソソ・ダスプレモン」（Chanson
d’Aspremont）では，勇猛を誇り独立の気概を横溢させている南仏のジラール・ドゥフラト（Gir－
art　d’Eufrate）のプリュドムぶりが活写されている点を一瞥するならば，彼はその一党を挙げ
てシャルルマーニュの父，ピピン短身王（P6pin　le　Bref）への遺恨から大帝の命になかなか服
そうとしない傲岸な戦国の武将ぶりを発揮している姿に，私はカロリング朝以前の南仏のプリュ
ドムの父祖たちのありし日を想像することができるように思うのである。
　以上を通観して，プリュドムなる語に秘められた猛き人，騎士たちの映像は極めてリアルであ
り，後の封建制下の男達の窮屈な生き方は微塵も感じられず，伸びのびとして，素朴で，強く，
逞ましく，勇ましく，雄々しく，颯爽として，義を重んずる乱世に生きる男臭さを充分に味わう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シャテルニイことができる。そうなのだ。プリュドムという語は，封建制欠如の南仏に生れ，封建制（Chate－
11enie）の確立以前の北方世界（北仏）に迎えられて，その天性の勇武性を戦いの詩の世界で思
う存分詩人たち（Jongleurs）によって発揮できたわけであった。この語に反映する人びとの心
情はまさに11世紀なかばごろまでのものと推察される。しかし12世紀になると，この語に反応す
る人びとの心情には，ある変化と屈折が生じてくるのを認めなくてはならない。その変化を武功
詩から宮廷物語への移行と見ることもできる。男の戦いの世界と宮廷を主とする愛の世界の違い
といえなくもない。すなわち，プリュドム，プリュ・一一一は武勇一点張りでは通用しなくなってゆき，
旧い時代の男達が新しい時代（シャテルニィ確立期）の波に翻弄される矛盾の関係を表現する語
（エピテトンr）に転じるのである。例えば，マリー・ド・フランス（Marie　de　France　1160頃）
　　　　　　　　　　　し　イ
の「グィゲマル」（短詩）には，武者たるもの，賢さと優雅さを兼ね備えていなければならない
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ことが詠まれているが，「フロアールとブランシュフロール」（Floire　et　Blancheflor）にあ
っては，958以降の詩で，Li　enfes　fenist　sa　reson／Et　li　peres　conme　preudom／Tretout
li　a　apPareill6．／……とあり，このプリュドムは，もう若者を指してはおらず，旧い世代の父
親を意味しており，彼はフロアールがブランシュフロールを探し求める騒旅に出発する時には，
何かと気を遣う一介の好々爺であって，彼にはすでにかっての勇者の風貌の片鱗さえも窺うこと
ができない。しかもこの若者は功名を競って戦場に出陣するのではなく，今や恋を成就すべく叡
　　　　　　　　フモ－ル智の世界へ旅立つ愛の冒険者へと変貌しているのである。すなわち彼にあっては冒険への動機は
極めて個人的で，愛の理想を追求する知恵者の様相を呈してきている。
　こうしたプリュドムの概念の変化の軌跡は，12世紀後半のあのアングロ・ノルマン系の宮廷物
語の代表的作家，クレティアン・ド・トPア（Chr6tien　de　Troyes，1135～1190）の作品にお
いても跡づけることができる。彼には多くの傑作があるが，そのうち後期の作品から幾っかの例
を挙げて考えることにしよう。
　「ラソスロット，車上の騎士」（Lancelot　ou　le　chevalier　a　la　Charrette）にあっては
プリュドムは勇者の名誉を捨てても，ギネヴィアの愛を得ようと屈辱の車（さらし台）に乗るわ
けで，女性への愛と勇者の名誉との葛藤に苦悩する男の悲痛な声の響を聞くようだ。
　次に「イーヴァン，あるいは獅子の騎士」　（Yvain　ou　le　Chevalier　au　Lion）においては
前者と同じく勇者を意味するかのごとくであるが，その一部を紹介しておく。
　一Cuidiez　vos　que　tote　proesce（o＝ou）／Soit　morte　avuec　vostre　seignor　P／
gant　aussi　buen　et　gant　meillor／An．　sont　vif　rem6s　par　le　monde．一／＜Se　tu　n’an
manz，　Deus　me　confonde！／Et　n．eporquant　un　seul　m’an　nome，／Qui　et　tesmoing　de
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　si　preudome／Con　mes　sire　ot　tot　son　a6．〉一
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だが，1181年頃の作品「ペルスヴァル，聖杯物語」（Perceval　ou　le　conte　du　Graal）に語
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　られるプリュドムはもう単なる勇者ではない。F・ブルノが，ジョアンヴィルの「聖ルイの歴史」
に言及して指摘されたことは，この言葉は中世における一っの文明用語であって，17世紀のオネ
ットンム（Honnete　homme）に相適する程の概念であり，その含意するところは多義にわたる
として次のように分析している。
　＜un　id6al　de　courage，　de　sagesse，　de　vertu　et　de　pi6t6＞　　たしかにこの作品では勇
気のみならず，叡智と徳と宗教的敬震さとを兼ね備えた人物が意味されており，しかもその典型的
人物を主役のペルスヴァルよりも，脇役ともいうべきゴオールのゴルヌマン（Gornemant　de
Gohort）なる老騎士に求め，彼を典型のプリュドムと呼び，特に彼の叡智に秀れた面を強調し
ている。「若者よ，プリュドム様たちに相談せよ，プリュドム様たちと一緒に行き給え，プリュ
ドム様には万に一っも間違ったことを教えるお方はないのだから」＜Beau　fils，　aux　preud’ho－
mmes　parlez／Avec　les　preud’hommes　allez．／…／Ceux　qui　tiennent　sa　compagnie．〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さらにAふヒルカの編註された原典によれば，若者たるペルスヴァルが老いたるプリュドムの
教えを毎日心に思いながら，聖杯の護持に努めようとする気持を詠ったところでは，一段とプリ
ュドム・サージュ（賢者）と強調して，プリュドムの円熟した境地を垣間見せている。
　＜……Et　li　vaslez　les　vit　passer／Et　n’osa　mie　demander／Del　graal　cui　1’an　ser－
voit，／Que　toz　jorz　an　son　cuer　avoit／La　parole　au　prodome　sage……〉
　一方，このプリュドムの教えを受けたペルスヴァルは，美しき女性への献身なる地上の理想か
ら天上の聖杯の奇蹟への献身へと転化する。この地上的な美しく，優iしきものへの献身から天上
の聖なるものへと憧れる転回点となったのは，カタリ的異端の女神崇拝を見事にケルト伝説の悲
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　恋に転生させたベルール（B6roul）やトーマス（Thomas）のトリスタンにおいてであった。
かくてプリュドムは勇武の人から次第にその原意を去り，多義な属性を内包する語となった。い
いかえれば，その語義の流転はリアリティを失ってかなり精神化されたものとなったのである。
　そこでもう一つ付け加えておきたいことは，プリュドムの社会的地位の凋落にっいてである。武
功詩において，ローラン，オリヴィエだけでなくシャルルマーニュにまで，かく呼んだ栄光の語，
「男らしさ」のエピテトンたる「プリュドム」が宮廷物語のなかでは，主役から脇役へとその位置が
凋落してゆくさまを今まで眺めてきたが，13世紀に入ってルナールの「パラ物語」（Le　Roman　de
la　Rose），「アルトゥ王の死」（La　Mort　Artu）等を見て，いよいよその凋落の必至なるを
思い知らされる。前者によれば，この世界ではもはやプリュドムよりもジァンティルゾム（Gentilz
hommes）なる語に比重が移ってきている。それに適わしい男は行動において大胆，言葉遣いに
おいて優雅なる人物であり，その亀鑑が円卓騎士のうちのゴーヴァン（Gauvain）だというなら
ば，かっての宮廷物語の脇役へ焦点が移ってきたことのなかに，プリュドムの相対的凋落を鮮か
に感じる。後者では，例えばLa　Demoiselle　D’escalotにおいてそれは価値ある人という程に
扱われ，陪臣プリュドム（Preudome　vassus　vassorum）へと転落してゆく。このvassus
　　　　　　　　　　あ　て　び　と
vassorumは貴婦人（意中の人）への憧がれ（心情的臣従一Don　lei）を何程か暗示していると
も考えられるが，それと共に封建制（シャテルニィ）の確立に伴ないプリュドムが自主性を喪失
し，体制の網目に吸収されていく事実をも反映しているのだと考えられはしないであろうか。こ
の語を含めて普遍的な「男らしさ」を表わす幾っかの言葉は次第に空洞化し，「男らしさ」は一
　　　　　　　　　　　＠方においてますます個人化し多様化してゆくだけであった。さきのジャンティルゾムも，ボンノ
ンム（Borlne　homme）も決して例外ではなかった。
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IV　結 語
　以上，荒削りではあるが，中世において「男らしさ」が「女らしさ」と並んでどう形成されて
きたか，その一側面を「プリュドム」という語を手懸りとして追い求めてきたのであるが，もう一
度ふり返って気付いた事を纒めてみるならば，①南仏（ラングドック地方）に早くから土着した
自由な大土地所有者（プリュドム層）の辿った方向と，北仏を中心に広く展開した叙事詩の世界に
生き，プリュドムと呼ばれて，武功に，愛にその名を留めた人びとの辿った運命がほぼ平行して
凋落を同じくしていったこと。（2）中世において，はじめて東方伝来の異教的女神崇拝を契機とし
て生まれた「女らしさ」形成の原像，貴婦人崇拝の事実とプリュドムなる階層とその語（エピテ
トン）とは，奇しくも共に南仏の生まれであって両者が北方の封建制社会に翻弄され，次第に本
来の実体を喪失していったことが挙げられる。これらを総じて，11～12世紀に優越した単純素朴
な「男らしさ」から，12～13世紀（Pマネスクからゴシックへの移行期）にかけて社会的に本来
的実体を失いゆく歴史的推移の跡には，男（騎士）の世界の理想と現実，力と献身，剣と愛，自
我と他我，普遍と個というような精神世界における根源的矛盾，対立，相剋のはざまに苦悩する
　　　　　　　　　　　姿を見ることができる。この苦悩を介して精神的にソフィスティケートされたものとして自己を
男として意識しはじめた時（それは女も同じことであるが），そこに観念的エロティシズムが生
まれてくるのである。それを服装形式に有効に表わそうとすれば，人目を強烈に惹きつける，い
わゆる威嚇的な男らしさの魅力を表わす「武装のシルエット」の意識的採用となって，殊に上半
身を大きくみせ，逞ましさを誇示する逆三角形のプロポーションが強調されることとなるのであ
＠
る。
　最後に南仏の伝統的社会階層の一っを表わすプリュドムという語が，なぜ北方の封建制以前の
人びとに受容され，北方入の彼らなりの勇武観，男性観を表現する言葉として，叙事詩人（アソ
グロ・ノルマン系）たちから好んで用いられるようになったのであろうか。その疑点にっいては，
　　　　　　　　　　　　　　　　　ジョングル　ル皿章で少し触れたように，この言葉を吟遊楽人（武功詩の歌人，楽人たち）が北方世界へ伝えた
頃は，プリュドムなる語にはカロリング朝以前の猛き勇者の精神が横盗しており，乱世に生きる
男の生命力が充分に感じられたのであって，窮屈な封建制の確立する前夜の草昧の荒あらしい気
風がまだ各地に残っていた北方の人びとの心の中に，まことにぴったりと迎え入れられるものが
あったからだったと答えておきたい。
註
①服装の性差が明確になったのは紀元後5世紀以後とし，性別対立がさらに顕著に示されはじめたのは，
　　中世以降とする考えを明らかにしている例として
　　小川安朗氏・服装原論・光生館・昭和41年　212頁
　　P・Saisset；Histoire　du　Costume　Science　vivante，1959．
　　セッセ女史は13世紀以降と考えていられる。
　　他に，イタリア・ルネッサンス（15・16世紀）以降に求める見解も多い。
②バッホV・一一ヘンはソボクレス「ガアンチゴネー」の中で，イスメネーの口から「女らしさ」について素朴
　　ではあるが語らせているといっているが，それがどの程度まで社会的心情として当時普遍化していたか
　　疑問である。
　　J・J・Bachofen；Der　Mythus　von　Orient　und　Okzident．　Munich．，1926，　PP．14f．
③Aristoteles；Politica，田，3，1338　b　3－4，113，1259　b　34．（Kalokagathos）
プリュドム（PREUD’HOMMES）に関する覚書 37
④
⑤
⑥
⑦⑧⑨⑩⑪⑫
⑬
⑭
⑮⑯
⑰⑱⑲⑳⑳⑫
⑳
⑳
⑳
Aristoteles；Ethica　Nicomachea，］V　1123　b，12．（Megalopsychos）
Tacitus，　Germania，18．　「妻も男子の徳と武運を共にする」……ne　se　mulier　extra　virtutum
cogitationes　extraque　bellorum　casus　putet，……etc．　Virtusという言葉は本来Virすなわち
男という語からきており，「力」の意から次第に有徳の義に転じてきた。
この源流を古ゲルマンの女性崇拝の伝承に求めるのが一般的である。
cf．　G．　Freytag；Bilder　aus　der　Deutschen　Vergangenheit，1．　Band，　Aus　dem　mittelalter．
Leipzig．1889．
　　　　　　　　　　　　　AJ．Nordstr6皿；Moyen　Age　et　Renaissance，　L，homme　dans　le　Litterature　M6di6vale，
paris，1933．
J．ホイジンガ著（堀越孝一氏訳）「中世の秋」，世界の名著，中央公論社，第8章　225～227頁
D．de　Rougemont；L，amour　et　L，occident，　Paris，1939．
Klein，s　Comprehensive　Etymological　Dictionary　of　English　Language．1～皿vols．
Cassel1，s　New　French　Dictionary，1966．
岩波西洋入名辞典
G．Sicard；Organisation　judiciaire　carolingienne　en　Languedoc，　Paris，1960，　P．297　f．
山瀬善一氏著「南フランスの中世社会・経済史研究」，有斐閣・昭和43年
A・R・Lewis；The　development　of　Southern　French　and　Catalan　society，1965．
A・Borst；Die　Katharer，　Stuttgart，1953．
G・Sicard；op．　cit．，　p．299～300．
Pr6disについてはCicero；Epistulae　ad　Familiares，2．17．7に詳しく述べられている。
La　chanson　d，Aspremont，　publi6e　par　Louis　Brandin．　v．1079～1213．
ユーフラトのジラールやエルノー，ブーボン，クレーロンらに，父祖たちのかっての気概の程を推測す
ることができる。
J．B6dier；La　chanson　de　la　Roland（Commentaires），　Paris，1927．
J．B6dier；Les　L6gendes　6piques，　Recherches　sur　la　formation　des　chansons　de　geste．1
～1▽vols．1912～1913．
Bibliotheca　Romanica；par　E．　Hoepffner，　Strasbourg，1921．　v．1～18．
Floire　et　Blancheflor，6d．　Margaret　Pelant，　v．924～967．
Yvain；6d．　Foerster，　v．5298～5324．
Joinville；Histoire　de　Saint－Louis，6d．　Wailly，　chap．5，　F．　Brunotはこの中で分析している。
Der　Percevalroman，6d．　de　A．　Hilka，　Halle，1932，　p．143．
今日，われわれがLe　Roman　de　Tristan　et　Iseutとして，ベルール，トーマスのトリスタン伝承
を読むことができるのはJ．B6dierの業績によるところが多い。
Le　hardi，　Le　Bon，　Le　prouesseとか個人の好み，願望のままに「男らしさ」を表わす語と信じて
愛用される傾向が強まってくる。
このことは，政治的にみればプリュドムを含めて騎士の実体に重大な質的転換が生じたことを如実に示
すものであって，この転換期を凋落しつつある本来の独立独歩の騎士が，自らを修道騎士団等の結社を
　　　　　　　　　．　　　　サ
通じて集団化の方向を辿ろうとするのも，喪失してゆくその政治的，社的会地位を再び回復しようとす
る回生的努力であったと理解すべきであるが，精神史的観点からすれば，これは精神的なものと実体的
なものとの分離，相剋をさらに究極的に一致させようとする動きの一つと理解することができよう。
cf，　P．　du　Puy　de　Clinchamps，　La　Chevalerie，1961．
　　橋口倫介氏，騎士団（世界史研究双書4），近藤出版社，昭和46年
「武装のシルエット」が一般服を左右するようになるのは14世紀になってからで，フランスの“Gasin－
gan，　Pourpoint，　Doublet”などはその一例である。
